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紙
の
写
真
を

 募
集
し
て
い
ま
す

詳
し
く
は
、
志
賀
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
は

お
問
い
合
わ
せ
は
　☎
32-9270

志
賀
町
議
会

検
索



　５月８日に第２回臨時会が開かれ、補正予算、条例改正の議案に加え
議会議案のあわせて４件を可決しました。

全町民に全町民に

給
付
給
付

　補正予算では、本町独自の施策として、
１人あたり２万円を給付などの支援策が可
決しました。
　条例改正では､ 支援の財源として町長が
20％、副町長・教育長が10％、一般職（志
賀クリニック、富来病院の医療職を除く）
が５％の給料を本年６月１日から令和３年
３月31日までの10か月間減額する改正案
が可決しました。

　新型コロナウイルス感染症に対する町民
への支援策などの予算を確保するため、議
員報酬を本年６月１日から令和３年３月
31日までの 10か月間、10％減額する条
例案を上程し可決しました。

第第２２回回 臨 時時 会会

２
万
円

２
万
円

議会
議案 議員報酬議員報酬

10％10％ 減額減額
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議案に
対する討論
一般職一般職のの給与削減給与削減

補正予算補正予算

にに４議員４議員

にに１議員１議員

議案第38号　志賀町一般職の職員の給与の特例
　　　　　　　　に関する条例の全部を改正する条例

議案第36号　令和２年度志賀町一般会計補正予算第１号号
反対討論反対討論

　

討
論
と
は
、
議
案
や
請
願

に
対
し
、
議
員
が
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
表
明
し
、
そ
の

理
由
を
述
べ
て
他
の
議
員
を

自
己
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

発
言
で
す
。

中谷 松助 議員
議案第38号に反対
　全町民に一律２万円を給付するにあたり、その財源の一部として、医療職を
除く町職員に給料の減額を求めるもので、給料というのは子育ても含め、労働
力の再生産に必要なお金であり、簡単に外からさわることができないはず。あっ
てはならない事だ。

林 　一夫 議員
議案第38号に反対
　公務員の給与は人事院勧告が十分尊重されて決定されるべきものであり､ 権
力を有する一部の人たちの恣意的な判断で行われるものではない。今日の社会
情勢を冷静に客観的に勘案した判断が求められる。
　再度､ 協議の場を通して慎重な審議を改めて要求する。

堂下 健一 議員
議案第38号に反対
　感染防止や対処の最前線の矢面に立たされるのが町職員であり、町民の命と
健康を守る砦となる大事な人材である。
　給与カットに対する手続きに対して憲法上､ 疑問が指摘されており、他の自
治体ではどこも取り組んでいない選択である。なぜ他の自治体が給与カットを
政策として出していないかをよく考えてみるべきだ。

稲岡 健太郎 議員
議案第36号、議案第38号に反対
　経済が壊滅的な時に公務員は給料が一銭も減らないから不公平､ 痛みを分か
ち合おうなどの感情論・精神論を掲げた施策は効果的であるとは思えない。
　正確な情報・データを冷静に分析し、国や県がサポートしきれないところを
市町村が独自に調査して、それぞれの財源の中で住民を支えていくべき。

議会だより　しか　№ 60
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4

　令和元年度の一般会計では、年度末の決算見込みにより、町税の増額及び地方譲与税、各種交付金、特
別交付税などの交付額の確定や、各事業の実績見込みに伴う減額を主とした所要額のほか、繰越明許費及
び地方債の補正を行ったもので､ 各特別会計ではいずれも事業の確定及び精算見込みによる補正です。

　令和２年度の一般会計では、歳入で、新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金や社会資本
整備総合交付金、公共施設等整備基金繰入金の増額を主とし、歳出で国の内示に伴う旧学校施設解体事業
や公立学校情報機器整備事業の追加をはじめ、新型コロナウイルス感染症対策として、事業者などに事業
継続緊急支援事業の増額をはじめ、避難所などの感染防止対策事業の追加、今後の感染拡大に備えるため
の予備費の増額などを主とした所要額の補正です。
　町立富来病院事業会計では、医療用仮設テントを購入するための所要額の補正です。

令和元年度専決補正令和元年度専決補正 をを承認承認
令和２年度補正令和２年度補正 をを可決可決

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 △３億３，８２９万円 １３２億４,８０６万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ８，４２９万円 ２４億８，０７０万円
後 期 高 齢 者 医 療 △３０８万円 ３億３，６２７万円
介 護 保 険 △８，７０７万円 ２９億３，１６８万円
診 療 所 事 業 △１，００８万円 １億８，０１３万円
ケーブルテレビ事業 △６７７万円 ４億６，０８２万円

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 ４億２，２２６万円 １４７億４，０７１万円

企業 病院
資 本 的 収 入 ３１５万円 ３億１，４２９万円
資 本 的 支 出 ３１５万円 ３億８，９３０万円

質
疑　
ま
す
ほ
の
丘
住
宅
の

空
き
室
を
、
移
住
推
進
の
観

点
か
ら
賃
料
を
安
く
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。

答
弁　
国
の
補
助
事
業
に
よ

る
住
宅
の
た
め
入
居
条
件
が

あ
り
、賃
料
改
定
は
難
し
い
。

質
疑　
上
熊
野
の
雇
用
促
進

住
宅
を
町
で
借
り
入
れ
て
避

難
所
に
活
用
で
き
な
い
か
。

答
弁　
現
在
、
当
施
設
は
民

間
施
設
で
あ
り
、
避
難
所
対

策
と
し
て
は
公
共
施
設
を
検

討
し
て
い
く
。

町
営
住
宅
を

移
住
推
進
に

利
用
で
き
な
い
か

雇
用
促
進
住
宅
を

避
難
所
に
活
用

で
き
な
い
か

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

予算決算常任委員会

委員会審査

当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。
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質
疑　
支
給
対
象
者
の
人
数

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁　

町
立
富
来
病
院
で

は
、
３
月
か
ら
発
熱
外
来
を

含
め
、
延
べ
５
０
０
人
が
対

象
と
な
る
。

質
疑　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
対
す
る
新
た
な

支
援
策
の
予
定
は
あ
る
か
。

答
弁　
追
加
の
支
援
策
と
し

て
食
事
券
発
行
事
業
を
検
討

し
て
い
る
。

質
疑　
土
曜
日
、
夏
休
み
の

授
業
の
説
明
を
願
う
。

答
弁　

夏
休
み
中
に
授
業

を
20
日
間
予
定
。
授
業
数

は
、
昨
年
の
１
９
２
日
か
ら

１
９
５
日
を
確
保
す
る
予
定

で
あ
り
、
土
曜
日
の
授
業
は

考
え
て
い
な
い
。

　

夏
休
み
中
の
授
業
で
は
、

感
染
症
対
策
と
熱
中
症
対
策

に
注
意
し
て
行
う
。

質
疑　
滞
納
に
も
い
ろ
い
ろ

事
情
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ

う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

滞
納
者
に
も
給
付
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁　

検
討
し
て
き
た
が
、

変
更
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

質
疑　
県
で
旅
館
業
者
へ
の

救
済
措
置
が
あ
る
が
、
町
内

の
民
宿
へ
の
救
済
状
況
を
聞

く
。

答
弁　
県
内
の
旅
行
会
社
が

販
売
す
る
旅
行
商
品
で
、
旅

行
業
者
と
提
携
し
て
い
る
旅

館
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

　
町
観
光
協
会
で
は
町
内
旅

館
な
ど
に
呼
び
か
け
、
旅
行

商
品
を
企
画
し
、
旅
行
会
社

で
の
取
り
扱
い
を
計
画
し
て

い
る
。

質
疑　
休
校
中
の
給
食
費
の

扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

答
弁　
分
散
登
校
中
も
学
校

給
食
を
提
供
し
て
い
た
が
、

毎
年
、
３
月
末
に
１
年
間
の

給
食
費
の
精
算
を
行
う
。

特
殊
勤
務
手
当

対
象
職
員
は
何
名
か

休
校
に
よ
る

学
業
不
足
を
問
う

町
内
の
民
宿
へ
の

救
済
措
置
は

新
た
な
支
援
策
を

考
え
て
い
る
か

町
の
２
万
円
給
付

滞
納
者
へ
の
給
付
は

行
わ
な
い
の
か

休
校
中
の

給
食
費
の
扱
い
は

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

県が経済対策として実施している支援策

休校中の授業を補うため夏休みを短縮

議会だより　しか　№ 60
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議議決決結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

13
専決処分の承認（介護保険条例の一部を改正する条例） … 介護保険法施行令及び介護保険の
国庫負担金の算定等に関する政令の一部改正に伴い、消費税率引き上げによる低所得者への保険料
軽減の強化が行われたことから、所要の改正。

承認
賛13　反0

議案
39 令和２年度一般会計補正予算（第２号） … ４ページ参照。 可決

賛13　反0

40 令和２年度町立富来病院事業会計補正予算（第１号） … ４ページ参照。 可決
賛13　反0

41
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 … 人事院規則の一部改正に伴い、
新型コロナウイルス感染症の防疫作業に従事する職員に対する手当に特例措置が講じられたことか
ら、所要の改正。

可決
賛13　反0

42
税条例の一部を改正する条例 … 地方税法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症防
止対策が納税者等に及ぼす影響の緩和を図るため、徴収猶予の特例や中小事業者等に対する固定資
産税の軽減制度などの特例措置が講じられたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

43
都市計画税条例の一部を改正する条例 … 地方税法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス
感染症防止対策が納税者等に及ぼす影響の緩和を図るため、中小事業者等に対する都市計画税の軽
減措置が講じられたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

44

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 … 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、特定地域型保育事業者が保護者の希望に基づき、子
どもが満３歳に達しても引き続き必要な教育・保育が提供される措置を講じているときは、連携施
設の確保が不要となる規定が追加されたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

45
国民健康保険条例の一部を改正する条例 … 「新型コロナウイルス感染症対策本部決定」による
国の要請に伴い、新型コロナウイルス感染症に感染し、又は感染が疑われ、労務に服することがで
きない被用者に対し、傷病手当金を支給する規定を新たに追加するにあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

46
後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 … 石川県後期高齢者医療広域連合の後
期高齢者医療に関する条例の一部改正により、傷病手当金の支給が規定されたことに伴い、町が行
う事務規定に当該申請書の受付事務を追加するにあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

47 財産の取得「消防ポンプ自動車」 … 志賀町消防団東増穂分団の消防ポンプ自動車を購入するに
あたり、長野ポンプ㈱から2,068万円で取得する。

可決
賛13　反0

請願
２

石川県における精神障害者の医療費助成について
紹介議員　冨澤　軒康
精神障害者の通院ならびに入院医療費の一部助成の適用拡大を以下のとおり求める。
１. 助成の対象を「精神障害者保健福祉手帳１・２級」にすること。
２. 精神科通院医療では自立支援医療により、医療費の上限管理が行われているが、２級所持者に　
　ついても残余の部分の自己負担を免除すること。
３. 精神科以外の通院医療においても、１・２級所持者は自己負担が免除されること。
４. 入院医療費については、精神科・それ以外の科においても、当初の３か月間に限定して自己負
　担を免除し、その後は１割負担とすること。

採択
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

議会だより　しか　№ 60
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６６月月定定例例会会２２回回臨臨時時会会

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
36

令和２年度一般会計補正予算（第１号） … 歳入では、国庫補助金や財政調整基金繰入金など
の増額を主とし、歳出では、国及び町の特別定額給付金給付事業や子育て世帯臨時特別給付金事
業、新型コロナウイルス感染拡大防止協力金などの事業の追加を主とし、所要額を補正。

　　歳入歳出予算補正額：　２，４７８，４５５千円
　　歳 入 歳 出 予 算 額：１４，３１８，４５５千円

可決
賛12　反１

37

町長等の給与の特例に関する条例の全部を改正する条例 … 新型コロナウイルス感染症対
策に係る町民への支援策として、町独自の特別定額給付金給付事業を実施するにあたり、その財
源の一部に充当するため、特別職の給料の一部を減額する規定について、条例の全部を改正。

…２ページ参照

可決
賛13　反0

38

一般職の職員の給与の特例に関する条例の全部を改正する条例 … 新型コロナウイルス
感染症対策に係る町民への支援策として、町独自の特別定額給付金給付事業を実施するにあたり、
その財源の一部に充当するため、一般職の給料の一部を減額する規定について、条例の全部を改正。

 … ２ページ参照

可決
賛８　反５

発議
４

議会議員の議員報酬に関する特別措置条例 … 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う地域
経済の停滞や町税等の歳入の減少が見込まれる中、町民への支援策等の予算を確保するため、議
員報酬を減額するための条例を新たに制定。

 … ２ページ参照

可決
賛13　反0

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
3～８

専決処分の承認（令和元年度一般会計補正予算～令和元年度ケーブルテレビ事業特別
会計補正予算 … ４ページ参照

承認
賛13　反0

９
専決処分の承認（税条例等の一部を改正する条例） … 地方税法等の一部改正に伴い、未婚
のひとり親に対する税制上の措置や所有者不明土地等の把握に係る措置などが講じられたことか
ら、所要の改正。

承認
賛13　反0

10 専決処分の承認（都市計画税条例の一部を改正する条例） … 地方税法等の一部改正に伴い、
引用する条項にずれが生じたことから、所要の改正。

承認
賛13　反0

11

専決処分の承認（本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の
一部を改正する条例） … 地方再生法第17条の６の地方公共団体等を定める省令の一部改正に
伴い、固定資産税の課税の特例期間が延長されたこと及び引用する条項にずれが生じたことから、
所要の改正。

承認
賛13　反0

12
専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） … 地方税法施行令等の一部
改正に伴い、軽減判定所得基準額の見直し及び長期譲渡所得に係る課税の特例が規定されたこと
から、所要の改正。

承認
賛13　反0

第第 及び及び

第第２２回臨時会回臨時会

６６月定例会月定例会

議会だより　しか　№ 60
令和２年７月30日発行7
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福
田　

国
と
町
を
合
わ
せ
て

一
律
12
万
円
が
給
付
さ
れ
る

特
別
定
額
給
付
金
だ
が
、
全

国
の
自
治
体
で
は
地
元
で
の

消
費
の
呼
び
掛
け
や
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
町
内
の
飲
食
店
・
小
売

店
・
宿
泊
業
に
、
本
給
付
金

が
使
わ
れ
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

を
問
う
。

町
長　

町
の
職
員
互
助
会
で

は
、
事
業
を
縮
小
し
た
費
用

を
振
り
替
え
て
、
職
員
が
町

内
の
飲
食
店
や
店
舗
で
消
費

し
た
飲
食
代
等
に
対
し
て

５
千
円
を
助
成
す
る
事
業
を

企
画
し
、
打
撃
を
受
け
て
い

る
飲
食
店
等
を
応
援
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

町
民
の
皆
様
に
も
、
町
内

の
飲
食
店
や
観
光
施
設
な
ど

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
地
元

経
済
の
元
気
と
活
力
を
取
り

戻
す
取
り
組
み
に
ご
協
力
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

福
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い

る
中
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な

ど
の
災
害
が
起
き
れ
ば
、
避

難
所
で
集
団
感
染
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

集
団
感
染
に
よ
る
「
災
害

関
連
死
」
を
出
さ
な
い
た
め

に
も
、
避
難
所
で
の
生
活
の

質
を
向
上
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
、
避
難
所
で
の

感
染
防
止
を
考
え
た
防
災
対

策
を
問
う
。

環
境
安
全
課
長　

避
難
所
の

３
密
防
止
の
た
め
、
公
共
施

設
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
を
図

り
、
避
難
者
の
受
入
手
順
の

見
直
し
、
避
難
所
の
感
染
症

対
策
に
必
要
な
資
機
材
を
備

蓄
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

蔓
延
し
た
場
合
、
避
難
所
で

の
感
染
を
恐
れ
て
避
難
を
た

め
ら
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

今
後
も
様
々
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
。

福田　晃悦　議員

「特別定額給付金」
　　　地元消費策を問う

町内での利用を願う 町長

災
害
時
の
避
難
所

　

感
染
防
止
対
策
を
問
う

公
共
施
設
を
避
難
所
に
活
用環

境
安
全
課
長

感染対策が求められる避難所

議会だより　しか　№ 60
令和２年７月30日発行 8
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南　

自
粛
生
活
で
精
神
的
疲

労
を
被
り
、
ま
た
所
得
が
減

少
し
た
町
民
と
、
消
費
・
購

買
活
動
の
低
下
に
よ
り
、
事

業
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
て

い
る
町
内
業
者
へ
の
追
加
支

援
と
し
て
、
商
工
会
と
連
携

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
内
の
飲
食
店
等
で

使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
食
事
券
の
発
行
を
検
討
し

て
い
る
。

　

町
民
を
対
象
に
、
５
０
０

円
で
２
倍
の
１
０
０
０
円
分

の
食
事
券
を
購
入
で
き
る
と

い
っ
た
も
の
で
、
商
工
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

　

学
業
の
遅
れ
は
、
夏
休
み

を
20
日
間
短
縮
し
、
土
曜
授

業
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。

　

心
の
ケ
ア
は
、
悩
み
ご
と

ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
な

ど
を
実
施
し
、
養
護
教
諭
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

（
再
質
問
）

南 　

感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
、
学
校
全
体
を
休
校
と

す
る
の
か
、
学
級
閉
鎖
・
学

年
閉
鎖
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
の
か
。

教
育
長　

学
校
の
感
染
状
況
、

町
や
県
の
状
況
等
を
見
て
、

そ
の
学
校
、
そ
の
ク
ラ
ス
だ

け
の
休
校
と
す
る
か
、
町
内

４
校
す
べ
て
の
休
校
と
す
る

か
検
討
し
対
応
す
る
。

南　

小
中
学
校
の
再
開
で
、

休
み
時
間
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

乗
車
時
、
プ
ー
ル
の
使
用
時

の
感
染
対
策
を
聞
く
。

　

学
業
の
遅
れ
の
挽
回
対
策

と
し
て
、
夏
休
み
な
ど
の
実

施
計
画
、
土
日
の
授
業
実
施

な
ど
学
校
運
営
を
聞
く
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
終
息

し
て
い
な
い
中
で
の
登
校

や
、
学
習
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
児
童
・
生
徒
へ
の
心
の

ケ
ア
の
説
明
を
求
め
る
。

教
育
長　

休
み
時
間
は
密
集
、

近
距
離
で
向
か
い
合
っ
た
会

話
を
避
け
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

内
は
マ
ス
ク
の
着
用
と
し
て

い
る
。
バ
ス
事
業
者
に
は
換

気
、
ド
ア
ノ
ブ
等
の
消
毒
を

指
示
し
て
い
る
。
プ
ー
ル
は

３
密
を
避
け
る
な
ど
、
十
分

な
対
策
を
講
じ
て
実
施
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る

　
　
　
　
　

追
加
支
援
を
望
む

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食
事
券
の

　
　
　
　
　
　

発
行
を
検
討
町
長

小中学校の再開　感染防止対策を問う

小中学校再開ガイドラインに
　　　　　　　　基づき取組む 教育長

南　　正紀　議員

そ
の
他
の
質
問

南　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
従
事
す

る
職
員
へ
の
防
疫
手
当
や

処
遇
を
問
う
。

総
務
課
長　

人
事
院
規
則

で
防
疫
作
業
手
当
の
特
例

が
措
置
さ
れ
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
特
殊
勤
務
手
当

の
改
正
を
行
う
。

机の間隔を空けて授業を実施
（志賀小学校）

議会だより　しか　№ 60
令和２年７月30日発行9

をを問う!問う!町政町政町政町政



10

林　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
日
常
生
活
支
援
、
経

営
活
動
支
援
等
の
周
知
方
法

と
応
募
状
況
の
把
握
、
書
類

整
備
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
様

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

対
策
の
周
知
の
手
段
が
足

り
な
い
の
で
強
化
せ
よ
。

　

町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
支
援
要
請
の
申
請
書
類
作

成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
部

署
が
必
要
で
あ
り
、
早
期
の

設
置
を
求
め
る
。

商
工
観
光
課
長　

国
や
県
の

事
業
者
支
援
制
度
で
は
相
談

申
請
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
中
小
企
業
な
ど
の
支
援

は
、
町
の
商
工
会
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
し
か
、
商
工
会
と
連

携
し
事
業
者
へ
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
専
門
部
署
は
、

国
・
県
及
び
関
係
機
関
と
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
中
で

連
携
を
図
り
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
て
お
り
、
現
時
点
で

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

林　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
へ
の
不
安
感
に
よ

り
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移

住
希
望
者
が
急
増
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
状
況
と
現
状
の
移
住

促
進
施
策
や
将
来
展
望
を
問

う
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長　

移
住

に
関
す
る
問
合
せ
状
況
は
、

４
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
、

14
件
の
移
住
相
談
が
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
起
因
す
る
問
合
せ
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

今
後
は
、ア
イ
ラ
ッ
ク（
い

し
か
わ
就
職
・
定
住
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
や
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
と
連
携
し
、
移

住
に
関
す
る
「
リ
モ
ー
ト
相

談
」
や
「
リ
モ
ー
ト
現
地
案

内
」
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
が
既

に
整
備
さ
れ
て
い
る
本
町
の

優
位
性
な
ど
を
様
々
な
方
法

で
Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
定
住
を
促

進
す
る
。

林　　一夫　議員

新型コロナウイルス
　専門部署の設置を望む

現時点で設置は
　　考えていない　商工観光課長

移
住
促
進
施
策
と

　
　
　

　
　

将
来
展
望
を
問
う

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

本
町
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

感染対策で取り組みが進むリモート (遠隔 ) サービス

議会だより　しか　№ 60
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そ
の
他
の
質
問

商
工
観
光
課
長　

町
独
自
の

支
援
策
で
、
県
の
協
力
金
の

支
給
対
象
外
と
な
っ
た
事
業

者
等
を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

協
力
金
支
給
事
業
」、
国
の

持
続
化
給
付
金
の
支
給
対
象

と
な
ら
な
い
事
業
者
を
対
象

に
「
中
小
企
業
等
緊
急
支
援

金
」
を
創
設
し
た
。
失
業
さ

れ
た
町
民
へ
は
「
企
業
合
同

就
職
面
接
会
」
な
ど
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
。

　

生
活
が
困
窮
し
た
人
に
は
、

県
と
連
携
し
、
生
活
保
護
制

度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
、
一
時
的
に
生
活
費
が

必
要
な
人
や
失
業
さ
れ
た
人

に
は
、
県
の
福
祉
事
務
所
な

ど
と
連
携
し
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
な
ど
の
対
応
を

行
う
。

堂
下　

工
業
団
地
へ
進
出
し

て
い
る
企
業
や
他
の
地
元
企

業
、
商
店
な
ど
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
練
っ
て
い

る
の
か
を
聞
く
。

　

失
業
者
や
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
町
と
し
て
の
備
え
や

対
策
を
聞
く
。

堂
下　

雇
用
調
整
助
成
金
や

持
続
化
給
付
金
な
ど
、
申
請

書
類
が
煩
雑
で
、
給
付
が
遅

い
と
い
う
悪
い
評
判
を
よ
く

耳
に
す
る
が
、
町
内
の
利
用

実
態
を
聞
く
。

商
工
観
光
課
長　

雇
用
調
整

助
成
金
や
持
続
化
給
付
金
は

手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
な

ど
、
報
道
な
ど
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
国
の
事
業
で
あ

り
、
町
内
事
業
者
の
利
用
状

況
の
把
握
は
困
難
だ
が
、
事

業
に
対
す
る
問
合
せ
が
あ
っ

た
場
合
、
国
の
相
談
窓
口
の

案
内
や
制
度
内
容
を
説
明
す

る
な
ど
、
事
業
者
が
円
滑
に

申
請
で
き
る
よ
う
支
援
に
努

め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

　

に
よ
る
雇
用
問
題
を
問
う

支
援
策
を
引
き
続
き
実
施
す
る

商
工
観
光
課
長

国の助成金　利用実態を聞く

国の事業であり把握は困難 商工観光課長

堂下　健一　議員

堂
下　
①
介
護
、
医
療
施
設

等
職
員
の
宿
泊
施
設
対
応
は
。

②
福
祉
施
設
な
ど
の
利
用

控
え
に
よ
る
影
響
は
。

③
医
療
・
介
護
施
設
等
の

感
染
者
発
生
時
の
対
応
は
。

④
職
員
等
の
防
護
服
着
脱

訓
練
の
実
施
は
。

町
長　

①
町
内
の
宿
泊
施

設
か
ら
提
供
の
内
諾
を
得

て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　

②
大
き

な
影
響
は
な
い
。
③
国
・

県
・
町
の
役
割
分
担
に
よ

り
対
応
。
④
町
の
権
限
の

及
ば
な
い
施
設
も
あ
り
、

県
に
対
応
を
要
望
。

富
来
病
院
事
務
長　

③
時

間
差
診
察
、
発
熱
外
来
設

置
、
発
熱
の
あ
る
方
の
診

察
用
仮
設
テ
ン
ト
購
入
。

④
部
署
ご
と
に
実
地
訓
練

を
実
施
。

堂
下　

災
害
時
避
難
所
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長　

感
染
症

対
策
を
加
え
た
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
見
直
し

て
お
り
、
災
害
発
生
時
に

は
、
そ
の
時
点
の
状
況
に

臨
機
応
変
に
対
応
を
考
え

て
い
る
。

助成金申請のマニュアル

議会だより　しか　№ 60
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稲
岡　

ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
導
入
に
向
け
た
今

後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

教
育
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
と
は
、児
童
生
徒
が
、

一
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

る
よ
う
に
整
備
し
、
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
次
世
代
の

人
材
を
育
て
る
構
想
で
あ

り
、
今
般
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
全
児
童
生
徒
に
一

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

導
入
す
る
端
末
は
、
学
校

の
授
業
で
活
用
し
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
や
一
人
ひ
と
り
の

学
力
に
合
わ
せ
た
デ
ジ
タ
ル

ド
リ
ル
教
材
な
ど
、
先
端
技

術
を
活
用
し
た
授
業
を
行

い
、
学
び
の
充
実
を
図
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は

９
月
に
検
討
内
容
を
取
り
ま

と
め
、
冬
休
み
の
間
に
、
試

験
的
に
緊
急
時
に
お
け
る
家

庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
証
し
て
い
き
た
い
。

稲
岡　

七
尾
市
の
子
ど
も
医

療
費
窓
口
無
料
化
の
導
入
に

よ
り
県
内
で
償
還
払
い
は
志

賀
町
の
み
と
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
町
経
済
の
悪
化
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
支
援
と
待
合
時
間

の
短
縮
な
ど
感
染
症
対
策
と

し
て
、
窓
口
無
料
化
の
導
入

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

住
民
課
長　

窓
口
無
料
化
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
中

に
は
、
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
助
成
規
模
を
縮
小

す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。

　

本
町
は
、
申
請
が
必
要
な

償
還
払
い
だ
が
、
一
部
負
担

す
る
こ
と
な
く
、
全
額
助
成

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
こ
の

制
度
内
容
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

稲岡　健太郎　議員

オンライン授業の導入は

冬休みに実証試験を行う
教育長

子
ど
も
の
医
療
費

　
　
　
　

窓
口
無
料
化
を
導
入
せ
よ

償
還
払
い
を
維
持
す
る

住
民
課
長

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　

５
月
８
日
の
臨
時

会
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ

た
会
議
だ
っ
た
が
生
中
継

１
回
の
み
で
あ
る
。
昨
年

の
臨
時
会
同
様
に
再
放
送

を
要
望
す
る
。

情
報
推
進
課
長　

昨
年
の

５
月
の
臨
時
会
は
、
選
挙

後
、初
の
組
織
会
で
あ
り
、

町
民
の
関
心
の
あ
る
重
要

な
議
会
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、録
画
放
送
を
行
っ
た
。

　

通
常
、
臨
時
会
は
放
送

を
し
な
い
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
今
回
の
臨
時
会
は

感
染
防
止
の
た
め
、
議
会

が
傍
聴
を
取
り
止
め
た
た

め
、
生
放
送
を
行
っ
た
。

申請が必要となる償還払い
　※申請は、郵送や土・日・祝日の
　　役場当直でのお預かりも可能。

一般質問

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
は
】

 

情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
教
育
手
法

議会だより　しか　№ 60
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そ
の
他
の
質
問

③
校
内
で
の
消
毒
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
校
務
補
助
、

保
健
助
手
等
の
臨
時
職
の
採

用
を
求
め
る
。

教
育
長　

①
身
体
的
距
離
の

確
保
を
目
的
に
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
も
利
用
し
て
授
業
を

実
施
。
一
時
的
な
対
応
で
あ

り
新
た
な
教
室
は
作
ら
な
い
。

②
学
力
調
査
の
結
果
を
基
に

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導

や
授
業
力
の
向
上
に
繋
げ
て

お
り
、
引
き
続
き
実
施
す
る
。

③
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学

び
の
サ
ポ
ー
ト
に
「
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」

な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。
新

た
に
臨
時
職
員
の
採
用
は
考

え
て
い
な
い
。

中
谷　

①
志
賀
小
学
校
の
廊

下
に
は
み
出
る
教
室
の
改
善

は
、
教
員
の
加
配
で
ク
ラ
ス

分
け
が
基
本
だ
が
、
改
修
や

プ
レ
ハ
ブ
建
設
で
防
音
効
果

が
有
り
一
体
感
の
あ
る
教
室

を
早
く
作
る
べ
き
で
な
い
か
。

②
国
に
合
わ
せ
て
本
町
独
自

の
学
力
テ
ス
ト
も
中
止
し

て
、
子
供
達
の
心
身
の
ケ
ア

と
学
び
の
補
償
を
望
む
。

中
谷　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

国
は
売
り
上
げ
前
年
同
月
比

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
の

事
業
者
の
下
支
え
に
、
持
続

化
給
付
金
制
度
を
作
っ
た
。

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
町

独
自
で
30
〜
50
パ
ー
セ
ン
ト

未
満
で
も
中
小
企
業
に
20
万

円
、
個
人
事
業
主
に
は
10
万

円
の
支
給
を
提
案
し
て
い
る

が
、
農
林
漁
業
者
を
含
め
た

全
事
業
者
へ
20
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
減
収
か
ら
に
し
、
手

続
き
の
簡
略
化
も
求
め
る
。

商
工
観
光
課
長　

町
独
自
の

支
援
策
と
し
て
、
国
の
持
続

化
給
付
金
の
対
象
外
と
な
っ

た
事
業
者
を
対
象
と
し
、
町

内
の
事
業
者
の
状
況
や
他

自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、

１
か
月
の
収
入
金
額
が
前
年

同
月
比
で
30
％
以
上
50
％
未

満
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
交

付
条
件
と
し
て
い
る
。
申
請

方
法
は
、
郵
送
、
持
参
、
電

子
メ
ー
ル
で
受
付
け
を
行
う

予
定
で
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト

も
柔
軟
に
対
応
す
る
。

学
校
再
開　

感
染
対
策
を
問
う

児
童
の
安
全
・
安
心
を

最
優
先
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る教育

長

町独自の持続化給付金制度の創設を

国の給付金対象外の事業者を対象に
支援金を創設 商工観光課長

中谷　松助　議員

中
谷　

本
町
出
身
の
全
学
生

に
町
か
ら
激
励
支
援
金
を
贈
っ

て
は
ど
う
か
。

町
長　

国
の
給
付
金
や
町
の

独
自
施
策
一
人
２
万
円
特
別

定
額
給
付
金
を
給
付
し
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

中
谷　

自
営
業
者
の
皆
さ
ん

に
も
町
独
自
の
感
染
者
用
傷

病
手
当
制
度
を
求
め
る
。

住
民
課
長　

国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
で
対
応
す
る
。

中
谷 　
子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
を
求
め
る
。

住
民
課
長　

全
額
助
成
を
継

続
す
る
た
め
、
現
制
度
を
維

持
す
る
。

中
谷　

大
規
模
な
避
難
を
強

い
ら
れ
る
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

今
後
も
原

子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

中
谷　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
西
海
・
西
浦
下
り
線
の
運

行
経
路
を
ア
ス
ク
か
ら
渤
海

へ
変
更
を
求
め
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長　

地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

検
証
し
、
変
更
に
向
け
て
手

続
き
を
進
め
て
い
く
。

をを問う!問う!町政町政町政町政
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日

発
行
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志
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議
会
　
編
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議
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広
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特
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会

〒
925-0198　

石
川
県
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咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
1

                     TEL (0767) 32-1111   FA
X (0767) 32-3933  

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

寺
井　
　

強

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委　
員　
長　

南　
　

正
紀

　

副
委
員
長　

表
谷　

茂
浩

　

委　
　

員　

福
田　

晃
悦

　
　
　
　
　
　

稲
岡
健
太
郎

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

９/１
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

９/８
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

９/18
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

９月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

1414

入口ですべての来院者に検温を実施

発熱患者の受診専用テント

　

全
国
で
は
５
月
14
日
に
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

自
粛
生
活
か
ら
新
し
い
生
活

様
式
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、景
気
低
迷
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
中

で
も
、
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
は
、
長
期
に
わ
た
り
各
地

域
の
医
療
や
福
祉
の
受
入
体

制
の
確
保
、
患
者
さ
ん
や
施

設
利
用
者
さ
ん
へ
の
感
染
防

止
対
策
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
も
医
師
や
看
護
師
な
ど

の
職
員
不
足
、
集
団
感
染
、

受
診
控
え
な
ど
の
問
題
を
抱

え
な
が
ら
日
夜
ご
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を

紹
介
し
た
く
、
町
内
医
療
機

関
の
一
つ
で
あ
る
富
来
病
院

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

４
月
、
５
月
は
受
診
控
え

も
あ
り
外
来
患
者
は
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
６
月
に

入
り
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

現
在
は
、
感
染
症
対
策
と

し
て
来
院
者
の
検
温
、
入
院

患
者
さ
ん
へ
の
面
会
禁
止
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
感
染
症
専
門
機
関
や

自
衛
隊
、
医
師
会
等
が
公
開

し
て
い
る
動
画
等
を
参
考
に
、

部
署
ご
と
で
実
地
訓
練
を
実

施
。
特
に
防
護
服
の
外
し
方

　

日
夜
、
志
賀
町
の
地
域
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
一
同
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

◆
現
在
の
状
況
は

◆
現
在
の
状
況
は

　

４
月
６
日
よ
り
発
熱
外
来

を
設
置
。
発
熱
の
あ
る
人
を

病
院
入
口
で
区
別
し
、
一
般

外
来
患
者
と
の
接
触
を
避
け

た
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
熱
の
あ
る
方
は
、
病
院

外
の
仮
設
テ
ン
ト
で
血
液
検

査
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
の
採
取

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
感
染
リ
ス
ク
の
低

減
を
図
る
た
め
、
金
沢
医
科

大
学
病
院
よ
り
臨
床
感
染
症

学
の
教
授
を
招
き
、
病
院
内

の
ラ
ウ
ン
ド
指
導
及
び
研
修

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
廃
棄
処
分
の
方
法
が
重
要

と
さ
れ
て
お
り
、
国
の
指
針

に
基
づ
い
た
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

病
院
関
係
者
か
ら
は
、
町

民
の
皆
様
に
対
し
「
現
在
、

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
禁

止
、
来
院
者
の
検
温
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
緩

和
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
発
熱
が
あ
る
人
は
受
診

の
際
に
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
患
者
さ
ん
へ
の

◆
患
者
さ
ん
へ
の

　

感
染
予
防
対
策
は

　

感
染
予
防
対
策
は

◆
町
民
の
皆
様
へ

◆
町
民
の
皆
様
へ

◆
職
員
の
感
染
予
防
対
策
は

◆
職
員
の
感
染
予
防
対
策
は

◆
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
の

◆
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
の

　
　

職
員
の
皆
さ
ん
へ

　
　

職
員
の
皆
さ
ん
へ
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